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〈モノ〉 とじっ くりかか わ る中で

「ね ば り強 く」 思 考 す る力 を育 て る

一 幼 ・小 ・中等15年 間 を見通 して一



1。 幼 ・小 ・中等 教 育 学校 連 携 研 究 の概 要

本紀要の後半で示す教育課程 は、文部科学省よ り研究開発学校 の指定 を受 けた、以下の研究 を基礎

として発展 させ、あ らたに編成 したものである。 ここに、幼 ・小 ・中等教育学校連携研究の概要を示

してお く。

1.研 究 開 発 の 課 題

(1)研 究開発課題

幼 ・小 ・中等15年 間 にわた り、事物認識 とその表現形成の徹底化 を通 して、独創的で 「ねばり強

い」思考能力を育成す る教育課程 の開発

(2)研 究開発の委嘱期間

平成18年4月1日 ～平成20年3月31日 までの3か 年間

2.研 究 の ね ら い と仮 説

本研究開発 は、幼 ・小 ・中等15年 間 にわたる研究 と して、奈良女子大学附属幼稚園、奈良女子大

学附属小学校、奈良女子大学附属中等教育学校 の奈良女子大学附属三校園合同による取 り組みである。

三校園の概要を示す。

奈良女子大学 附属幼稚 園

1912年 創立。3歳 児か ら5歳 児まで、 いずれも2ク ラス、計6ク ラス規模である。 めざす子ども像

を 「生 き生 きとした明 るい子 ども」「考えてや りぬ こうとす る子 ども」「美 しく温かい心の子 ども」 と

して、幼児が主体 的に身近な環境 と関わ り、豊かな感性で 自らの課題 を解決 していこうとす る子 ども

を育て る保育を伝統 としている。2005年 度は国立教育政策研究所よ り指定 を受 け、「全国的かっ総合

的な学力調査」を実施 した。

奈良女子大学 附属小学校

1911年 創立。各学年2ク ラス、計12ク ラス規模 である。「開拓、創造の精神 を育てる」「真実追求

の態度を強 める」「友愛、協同 の実践 を進 ある」 を教育 目標 とする。木下竹次 の精神 を受 け継 ぎ、重

松鷹泰により提唱された 「しごと」「けい こ」「なか よし」を教育構造 とす る 「奈良の学習法」を伝統

的に実践 し、 その実践 と成果 は全国的に高い評価 を受 けている。

奈良女子大学 附属 中等教育学校

1911年 に創立 された奈良女子大学文学部附属中学校 ・同高等学校が2000年 に法令 に基づ き中等教

育学校 として改組 された。各学年3ク ラスで計18ク ラス規模であ る。「自由 ・自主 ・自立」 を校是 と

し、社会、世界に開かれた学校を目指す。研究開発学校 にっいては過去3回 の単独指定 を受 けてお り、

特 に 「申高一貫教育カ リキュラム」 「総合 的な学習」 において、先進的な提案 を行 ってきた。現在は

本研究開発 とともにスーパ ーサイエ ンスハ イスクール(SSH)の 指定 も受 けて研究活動 を行 ってい

る。
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(1)研 究のね らい

本研究の 目的は、子 どもの 「独創的で 『ねば り強い』思考能力」を育むべ く、幼稚園3歳 児か ら中

等教育6年 生 までの15年 間 を通 して事物認識 とその表現 の発達 を促すための、 〈モノ〉 と 〈コ ト〉

の質感や構造の探究に向けたコア となる活動を新 たなカ リキュラムとして編成す ることにある。

(2)研 究仮説

本研究 における仮説 として次の4点 をあげる。

①創造的でねばり強い思考能力 は、言語など表現媒体 の運用能力だ けでな く、探索能力、観察能力、

そ して表現能力 に基づ く。

② これ らの能力は、周囲の世界 と徹底的 に関わ り合 う、「探 る一観 る一表す」 というひとまとまりの

活動において相互連関的に育成 される。

③ これ らの能力 は、眼の前の 〈モノ〉に対す る活動か ら、時問的空間的広が りと構造を有する 〈コ ト〉

に対する活動へ と向かう発達的拡張によって高 め られ る。

④独創性 は、環境 に対す る子ど もな りの能動的で徹底的な探究活動か ら豊かな個別経験 を得 ることと、

その経験を他者 と共有 しあ うことによ って育成 される。

3.研 究 課 題

(1)教 育 課 程 の 内容 等

1)新 領域力 リキ ュラムの編成(図1参 照)

「独創的で 『ねば り強 い』思考能力」のベースは子 どもの 「主体的な活動」に存すると考え、幼 ・

小 ・中等15年 間をっ らぬ く基本 コンセプ トと して 「自由選択」 と 「体験」を設定 し、 これに基づ き

カ リキュラム編成 を行 う。活動のキーワー ドとして、「探 る一観 る一表す」を掲げ、幼稚園3歳 児か ら

中等6年 生 までの15年 間の うち、前半期 は、「もの好 き」(現 前の事物 への好奇心 と感性的体験 の育

成)と 、「もの発見」(事 物 の探究対象化 と事物間の関連づ け)活 動を導入す る。 また、 「もの好 き」

か ら 「もの発見」へは子 どもの育 ちに応 じた緩やかで柔軟 な移行 を試み る。後半期 にっいては、「も

の好 き」「もの発見」 の深化発展活動である 「もの探究」(「もの探検」「もの語 り」「もの作 り」)に 柔

軟 に移行 し、さ らに 「デキゴ ト論究」(「デキゴ ト(現 象)探 索」「デキゴ ト(現 象)観 察」「デキ ゴ ト

(現象)報 告」)を 導入 してい く。現前の出来事や 日常的な出来事に対する 「探 る一観 る一表す」活動

か ら、 自然現象 や歴史的事象など時間的空間的広が りと構造を有する出来事 や現象 に対す る 「探 る一

観 る一表す」活動へ と拡張 し、深化 させてい く。

◎ カ リキ ュラム編成上の留意点

本年度 は、開発 して いく新領域 カ リキュラムを、事物認識発達位相 に基づ き、それぞれの位相 にお

けるコアになる活動、教育実践化 の視点を提示す るとともに、具体的展開を 「実践事例」の記述で表

す ことを目指 していく。また、前年度 まで、独立 させていた 「学 びの協同性のための取 り組み」 もカ

リキュラム表 に連結融合 させてい くことを図 る。
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本開発カ リキュラムは新設、新領域 と考え られる ものにあたる。 この点 に配慮 し、既存 カ リキュラム

との関係 に も引 き続 き留意 して いきたい。小学校 ・中等教育学校 について は、教科 を、「事物探索領

域」「論理表現領域」「創造領域」の観点か ら見直 し、新設活動 との相互関係 を検討 し、有機的結合の

あり方を明 らかにす る。具体的には、事物探究活動に対 し、教科での学習 は基礎的な認識 とその技法

を提供する点で貢献す る。事物探究活動 は、教科 に対 し、実証的 な思考の仕方や、持続的 に課題に取

り組 む態度を導入 し、 自分な りのテーマをよ り専門的見地か ら学ぶために教科学習の問題 に転化 させ

て取 り組 めるよ うにす る。

幼稚園 については、「環境」領域を中心 とす る5領 域の見直 しを通 して、幼児の知的好奇心を活か

した学 びへの展開を促進 し、幼小間の学 びの接続 に向けた活動構成を行 う。 とりわけ 「環境」領域 を

中心に領域内の内容範囲の適切化や細分化、発達 に応 じた編成を検討 し、幼児の遊び経験 における試

行錯誤的問題解決か ら学 びへの接続 を可能 にす ることを図 る。

また、本 カ リキュラムにお ける子 どもの 「評価」方法 も検討 し、 カ リキュラム表に記載 してい くこ

とを目指す。

2)学 びの協同性育成のための取 り組み

◎校種間連携活動 「はてな?の 広場」の導入

本研究 では、子 どもの独創性 を育 む要素 として、「学 びの協 同性」 を仮説 としてあげている。事物

探究活動 は、子 どもな りの 自主 的な取 り組 みを尊重 しなが らも、学びの転化 と深化 に向か うには、協

同的な活動を必要 とす ると考え るか らであ る。 そ こで本研究では、通常の活動 に加 え、他者 との相互

作用 を種 々の機会やや り方で試みる活動を導入 して いく。

具体的 には、幼一小、小 一中等、幼 一中等の校種間連携活動 としての 「はてな?の 広場」を設置 し、

生活 を異 にす る他校種異学年 の子 ども同士が、 自他の生活圏で 〈モノ〉や 〈コ ト〉を介 した学びあい

教えあいの交流 を行 うことにより、別の視点か ら事物の可能性を再発見 し、事物認識 を深 め、新 たな

表現の形成を促す ことをめざす。

翻 かが くのひろば

中等教育学校 サイエ ンス研究会のメ ンバ ーが幼稚園児や小学校の生徒 に対 して、かが くの面 白さや

不思議 さを紹介 し、体験 に導 く活動。子 ども達 は興味深 く活動 に取 り組 み、異校種 ・異年齢交流な ら

ではのお どろきとあ こがれを引き出す。

圏 おたずねひろば

本年度 は小学校5年 生の自由研究発表会 に中等2年 生が参加 し、議論 にも加わ る取 り組みを行 った。

小学校児童 は中等教育学校生徒の研究の深 まりや視点 の鋭 さ、発表技術の多彩 さに、中等教育学校 の

生徒 は小学生のて らいのない素朴な疑問 とその発露、追究 の姿勢 にと、お互 い大 いに刺激 をうける取

り組み とな っている。

圏 なかよ しひろば

幼稚園 と小学校 は隣接 している地の利を生か した交流活動 を機会を とらえて行 っている。
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國

[「 もの探究」一一一」

図1事 物認識発達位相をふまえた探究活動領域の展開

◎異学年合同活動

上記 の校種間連携活動 に加え、同校種内異学年 ・異年齢活動を導入す る。「はてな?の 広場」 は異

校種間の個人 や小集団単位の交流活動であ るのに対 し、異学年合同活動 は、通常の授業や活動 のスタ

イルは保 ちっっ、集団編成を組み替えて実施す る活動であ り、活動 目的 は参加者間で共通である。異

学年合同にすることによ り、発表や討論など集団での コミュニケーション能力 を高 め、事物認識の深

まりと共 に、学び方を学ぶ ことを目指す。

幼稚園… 「なかよ しクラブ」・「なかよ しひろば」 小学校 … 「低学年集会」・「高学年集会」

中等教育学校… 「学園祭」「SSHサ イエ ンス研究会」

◎おたずねと対話の形成

表現活動の一環 として、集団での言語的 コ ミュニケー ションの形成を目指す。附属小学校で は、就

学移行期 より、聞 き手 と して 「おたずね」 という主体 的反応表現を促進す る指導 を行 っている。「お

たずね」 は、発表を媒介 に集団で対話を形成 し、その対話か ら学 びを深化 させ る糸[コを形成す る。本

研究で は、話 し合いの成立を単純 に目指すので はな く、学 びの深化につなが る対話形成のあり方を追

究する。

(2)教 育 課 程 開 発 を支 援 す る取 り組 み

1)素 材/学 習材開発

従来か ら活用されている校内 ・園内の遊具や用具、各種素材 のほか、 これまであまり検討 して こな
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環境資源

校内 ・園内

環境

はてな?
の広場

校種間連携

学びの協同性

地域 ・大学

身近～ 日本

世界、自然

文化遺産 ・

文化財環境

博物館 ・美術

館、遺跡
建造物 等

異学年

合同活動

おたずねと

対話の形成

「もの好き」

「もの発見」

「もの探究」

「デキ ゴ ト

論究」

認識の基礎技法
としての教科

事物探索領域

理科 ・社会 ・体育 ・

技術 ・家庭等

論理表現領域

国語 ・算数 ・数学 ・

英語等

創造領域

芸術(造形 ・音楽)

技術 ・家庭 等

学習材

開発

指導法

開発

評価法

開発

理論的支援

発達 ・学習論、歴史学、

生物学、生活科学等

開 発 支 援

図2事 物認識とその表現形成に関わる教育課程開発の全体図

か った自然環境や人工的物質的環境の素材資源を見直 し利用可能 にする。 また、新たに利用可能な素

材を校園 に持 ち込 むな ど、資源開発を行 う。 こうした素材 や学習材の開発によって、積極的な内容構

成や環境構成 を行 う。

2)指 導法開発

子 どもの自主的で独創的な活動 を引 き出すための指導の方法、適時性、適切性 を研究 してい く。

3)評 価法開発

子 どもの事物探究活動 にっいて、子 どもの短期的一長期的発達の観点か らの評価 と、学びや経験の

質の評価 に関する方法を中心 に、評価法 の開発を行 う。

◎現時点までに開発、実施 した調査

圏 「15年間の育 ちを見通す」…附属幼稚園か ら附属小学校を経 て中等教育学校 に現在在学 して

いる子 ども達の、幼稚園時代 の遊びや興味の記録、小学校時代 に取 り組んだ 自由研究のテーマを

分析 し、現在の様子 についてイ ンタビューを行 う取 り組み。

圏 事物 にかかわる認識調査…共通素材を もちいた 〈モノ〉 に対す る関わ り方の研究。小学校 にお

ける 「朝の会」での事物報告の学年進行による変化の検討
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圏 「学習スタイルアンケー ト」 の開発 と実施…中等教育学校にお ける質問紙調査

*子 どもの 「ねばり強 い学習スタイル」の有無、程度 にっ いて。附属小学校出身生徒 と他小

学校出身生徒 との比較。本校 と他校 との比較 など

(3)そ の他 …研 究 を進 め る に あ た って

奈良女子大学の教育 システム研究開発 セ ンター及 び文学部 ・理学部 ・生活環境学部 ・人間文化研究

科等 との連携によ り、事物探究活動の教育的発達 的側面や、保育 ・学習環境資源 の開発、素材 ・学習

材開発 などの点 において、学術的理論的支援を受 ける。いずれ も積極的な研修 として実施すると共に、

必要 に応 じて子 どもへの教育活動への関わ りにっいて も協力 を得 る。

4.研 究 計 画

(1)研 究計画

(1)新 領域カ リキュラムの編成の試行

(2)各 教科、総合的学習の時間、幼稚園5領 域 との有機的相互関係の検討

(3)環 境資源の開発 と積極的活用

(4)学 びの協同性育成 のための取 り組みの実施

(5)教 育課程開発 を支援す る取 り組み

(6)評 価法の開発

(7)定 期的な三校園合同研究会による研究遂行 のモニタ リング、分析評価

第一年次 の研究を、成果の評価 に照 らして修正や拡充を加え、本格化 させ る。

(1)新 領域 カ リキュラム編成の本格的実施

(2)各 教科、総合的学習の時聞、幼稚園5領 域 との有機的相互関係 の再構築

(3)環 境資源の開発 と積極的活用事例の蓄積 と改善

(4)学 びの協同性育成のための取 り組みの本格的実施

(5)教 育課程開発を支援する取 り組 みの充実

(6)評 価法の更新

(7)定 期的な三校園合同研究会 による研究遂行 のモニタ リング、分析評価、

上記研究計画(1)か ら(7)に つ き、第二年次 を引き継 ぎっっ、よ り進展され

た研究開発の確立 と評価 に向けた作業を行 う。

研究開発の評価 と成果発表 のための公開研究会を行 う。

他校 での実施に向けた検討 ・評価、実践事例の公表、提言 を行 う。
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(2)評 価計 画

○年度当初 に、各種の評価法 による多角的な実態調査を行い、研究成果を評価す る

たあの基準 を設定す る。

○実践事例 を集積 し、三校園合同研究会等を開催 し、実践事例の分析、検討、評価

を行 う。

○合同公開研究会を実施 し、第一年次の研究成果を公表 し評価を得 る。

○年度末 に 「達成過程 に現れ る研究成果 の評価」「応答性 ・潜在性 に現 れる研究成

果の評価」のための長期時系列記録 ・追跡記録の分析を行い、1年 間の研究成果

の評価を行 う。

○年度当初に、各種の評価法 による多角的な調査 を行 い、第一年次 の研究成果 を評

価す る。

○長期時系列記録 ・追跡記録を行 う。(中 等教育学校入学後 の接続生徒の 自由研究

テーマや興味関心の追跡調査を行 う。)

○実践事例を集積 し、三校園合同研究会等を開催 し、実践事例の分析、検討、評価

を行 う。

○合同公開研究会を実施 し、第二年次 までの研究成果を公表 し評価を得 る。

○年度末に、長期時系列記録 ・追跡記録 の分析、第二年次 と2年 間の研究成果の評

価を行 う。

○年度当初 に、各種 の評価法による多角的な調査を行い、2年 間の研究成果 を評価

す る。

○長期時系列記録 ・追跡記録を行 う。

〇三校園合同研究会等を開催 し、実践事例の分析、検討、評価 を行 う。

〇三校園合同公開研究会を実施 し、三年間の研究成果を公表 し評価 を得る。

○年度末 に、長期時系列記録 ・追跡記録の分析、第三年次 を加えた3年 間の研究成

果の評価を行 う。

03年 間の 「能力 に現 れる研究成果 の評価」「達成過程 に現れる研究成果の評価」

「応答性 ・潜在性 に現れ る研究成果の評価」 に基づいて 「適時性に現れ る研究成

果の評価」 を行 う。

03年 間の総括的評価 を行 う。
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5。 研 究 組 織

(1)研 究組織 の概 要

奈良女子大学

附属学校部
研究開発統括委員会

校種間連携

ワーキング

グループ

カリキュラム

デザイン
ワーキング

グループ

教育システム

研究開発センター

各 学 部 ・研 究 科

文学部・生活環境学部

理学部 ・人間文化研究科
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